
地域経済成長プラン 【概要版】 ①全体概要

大阪府・市で一体的に取り組んでいる「大阪の成長戦略」、「大阪市まち・ひと・しごと創生総合戦略」のもと、少子高齢化・
人口減少社会の進展や経済のグローバル化など、社会経済情勢が大きく変化する中で、「地域経済の成長」に向けて、経済
戦略局として中期的に産業振興に取り組む計画を取りまとめるものである。

2017（平成29）年度から2019（平成31）年度までの3年間
※「大阪市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の対象期間と同様
※先行して取り組める事業については、2016（平成28）年度から取り組む。

趣旨

対象期間

数値目標
※「大阪の成長戦略」、「大阪市まち・ひと・しごと創生

総合戦略」と同様
※各具体的取組の数値目標については、「大阪市まち・

ひと・しごと創生総合戦略」・「経済戦略局運営方針」
と同様

トップセールスにより、
おおさかの

ポテンシャルを内外に
強力に発信

努力する
中小企業に対する
総合支援による

地域経済の
持続的発展・

豊かな地域社会の
実現都市おおさか

きめ細やかな伴走・
包括的支援により

果敢に挑戦する
起業家マインド
あふれる都市
おおさか

世界のイノベータ・
投資が集まる

オープン
イノベーション都市

おおさか

観光の
基幹産業化による

ビジネスチャンス
拡大都市おおさか

地域経済成長プラン
具体的取組の推進

基本的な考え方

○創業や中小企業の経営基盤強化等を支援することにより、大阪の経済成長の主要な担い手である中小企業の成長・
発展を促進する
○大阪の強みを活かし、市場の拡大が期待される分野への参入支援を通じて、新たなビジネスチャンスとイノベーションの
創出を図る
○国内外の人・モノ・情報等をつなぐネットワークの構築・強化、特区制度の活用、国内外からの企業等の誘致により、経
済成長を支え、イノベーションが創出される環境整備を図る

⇒ これらの取り組みにより成長への好循環を実現

３つの戦略と９つの方向性 戦略 方向性 取組内容・具体的取組例

本プランにより、“ビジネスチャンス創出都市・おおさか”～都市魅力を高め、世界中から人・モノ・投資等の呼び込みと新たなビジネスチャンスの創出により、将来にわたり持続的に成長する大阪経済の実現をめざす～

指 標 現 状 目 標 値

実質成長率 2013年度：0.9％ 年平均２％以上

①世界と繋がった「イノベーション・エコシステム」の構築

②成長分野におけるリーディング企業・新事業の創出

③大阪の強みを活かした課題解決型イノベーションの創出

④イノベーションを生み出すビジネス環境整備

③創業・第2創業への包括的支援

①前向きに努力する中小企業に対する支援

②地域特性に応じた商店街・ものづくり企業等への支援

①戦略的なMICE誘致

②戦略的な観光地域まちづくりの推進

Ⅰ.経済へダイナミズムを
もたらす中小企業の振興

Ⅱ.イノベーションが次々と
生まれる好循環づくり

Ⅲ.観光地域まちづくりに
よる交流人口・ビジネス
マーケットの拡大と新たな
ビジネスチャンスの創出

イノベーション・エコシステムの構築（例：先輩起業家によるアドバイスや、大企業等の連携機会の提供など）

大阪の中小企業を牽引するﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ企業・新事業の創出（例：有望なﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへのﾊﾝｽﾞｵﾝ支援など）

IoTやﾛﾎﾞｯﾄﾃｸﾉﾛｼﾞｰ等を活用した新製品・ｻｰﾋﾞｽの創出（例：有望なﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへのﾊﾝｽﾞｵﾝ支援など）

ﾋﾞｼﾞﾈｽ環境の整備等を図り、その魅力をﾄｯﾌﾟｾｰﾙｽ等により強力に発信(例:市長等のﾄｯﾌﾟｾｰﾙｽの実施など）

きめ細やかな包括的支援（例：創業に関する基礎的な知識の習得支援など）

中小企業に対する総合的支援（例：マッチングイベントや商談会等による販路開拓支援など ）

様々な地域主体との協働による地域経済活性化（例：運営上の仕組み作りによる商店街の支援など）

MICE誘致により、観光消費の拡大とﾋﾞｼﾞﾈｽ・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ機会を創出（例：MICE誘致の推進など）

観光を大阪の新たな基幹産業へ（例：「大阪版DMO」としての大阪観光局の機能強化など）

中小企業振興と経済成長の担い手の育成

経営力
強化

技術力
強化

地域経済
活力創出

創業・
第2創業

イノベーションを生み出すビジネス環境づくり

特区制度
の活用

(規制緩和など)

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ｴｺ
ｼｽﾃﾑの構築

企業等の誘致
(成長分野等の
企業集積など)

海外ﾈｯﾄﾜｰｸ
の活用

成長分野への
参入 社会・経済的

課題への対応

集客観光
ﾏｰｹｯﾄの拡大

ライフ分野

グリーン分野

集客観光

MICE

ビジネスチャンス・イノベーションの創出

好循環の実現

IoT・ロボットﾃｸﾉﾛｼﾞｰ

クリエイティブ・デザイン

起業家市内企業（98%を占める中小企業）

市民、企業、行政
が一体となり、

まちづくりや文化の継承など、
地域社会を形成

大阪経済の
持続的成長

大阪ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ､商店街・問屋街・
個店など光る中小企業

歴史、文化、水辺・橋、まちなみ、
食、ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝ・ｽﾎﾟｰﾂｲﾔｰｽﾞなど

魅力ある大阪の発信

イノベーションの推進やIoT、
ロボットテクノロジーの活用
支援など、イノベーションを
生み出すビジネス環境づくり

果敢に挑戦する中小企業や
起業の支援などに向け、

中小企業が力を発揮し、成
長できる環境を、市民・企業・
行政が一体となって形成

大阪版DMOやMICE
誘致、新たな観光拠点

形成などによる
観光の基幹産業化

ビジネスチャンス
と成長Ⅱ.イノベーションが次々

と生まれる好循環づくり

Ⅰ.経済へダイナミズムを
もたらす中小企業の振興

Ⅲ.観光地域まちづくり
による交流人口・ビジネス
マーケットの拡大と新たな
ビジネスチャンスの創出

「ビジネスチャンス創出都市・おおさか」の発信

成長への好循環の実現
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リーディング企業
新技術・
新開発の創出

中小企業

先進的で意欲の高い企業

中小企業を牽引

イノベーション
の促進

Ⅲ-① 戦略的なMICE誘致

～MICE誘致により、観光消費の拡大とビジネス・イノベーション機会を創出～

※MICE（マイス）とは、企業等の会議（Meeting）、企業等の行う報奨・研修旅行（インセンティブ旅行）
（Incentive Travel）、国際機関・団体、学会等が行う国際会議（Convention）、展示会・見本市、イベント
（Exhibition/Event）の頭文字のことであり、多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントなどの総称

Ⅱ-④ イノベーションを生み出すビジネス環境整備

～ビジネス環境の整備等を図り、その魅力をトップセールス等により強力に発信～

Ⅱ-③ 大阪の強みを活かした課題解決型イノベーションの創出

～IoTやロボットテクノロジー等を活用した新製品・サービスの創出～

Ⅰ-③ 創業・第2創業への包括的支援

～ きめ細やかな包括的支援 ～

Ⅰ-② 地域特性に応じた商店街・ものづくり企業等への支援

～ 様々な地域主体との協働による地域経済活性化 ～

Ⅰ-① 前向きに努力する中小企業に対する支援

～ 中小企業に対する総合的支援 ～

～ 中小企業に対する総合的支援 ～

Ⅱ-① 世界と繋がった「イノベーション・エコシステム」の構築

～「イノベーション・エコシステム」の構築～

※イノベーション・エコシステム
生態系（ｴｺｼｽﾃﾑ）の持続性になぞらえ、 大学の技術、シーズ等と社会ニーズをもとに 起業家が事業
化に取り組み、メンターやＶＣ等から支援を受けてイノベーション創出を果たすことが持続する状態

Ⅲ-② 戦略的な観光地域まちづくりの推進

～観光を大阪の新たな基幹産業へ～

交流人口の拡大に向けて、単に集客数の増加を求めるのではなく、より観光消費拡大が期待できる層の集客を図ること
交流人口の拡大や観光消費金額の増加による市場拡大の効果を、市内（中小）企業の事業活動と結びつけ、取引機会の増加
を図ること

※「観光の基幹産業化」とは…

地域経済成長プラン 【概要版】 ②取り組みのイメージ
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連 携

経営基盤の強化・経営革新
地域社会との協働

中小企業の役割の
重要性を理解

中小企業振興施策や
中小企業の発展に協力

大企業・市民

中小企業振興施策を
総合的に実施

行政・経済団体・
研究機関・市民・大企業

等との連携

大阪市

地域経済の持続的発展、豊かな地域社会の実現へ！

中小企業

商店街・問屋街等

ものづくり企業

NPO団体

地域団体

地域住民

ボランティア

連携

区役所

操業環境改善

人材確保

各種支援機関

情
報
発
信

他都市等
（他の自治体、地域団体など）

連
携

活性化支援

創業に関する基礎的な知識の習得支援

創業前支援
（創業準備・課題）

成長・発展期支援
（事業が軌道に乗るまでの様々な経営課題等）

創業に向けた支援スペースの提供
（大阪産業創造館 ・大阪市立工業研究所など）

起業・
創業

成長・
発展

成長・発展へ

包
括
的
支
援

・人口減少・少子高齢化に伴い、生産年齢人口の減少による人手不足や、
総需要の減少、地方経済・コミュニティの疲弊などの問題が顕在化

・高い技術力を持つ多種多様な製造業
の集積
・特に、ロボット分野との関連が深い製造
業が集積

大阪市の強み

IoT、ビッグデータ、AI、ロボットテクノロジー等のコア技術を活用して、
様々な分野における技術革新・ビジネスモデルへと結びつけ、

社会構造の変化等に伴う課題解決に貢献する新たな製品・サービスを創出

・IoT、ビッグデータ、人工知能（AI）、ロ
ボット等の技術革新が急速に進展。これ
らのコア技術は、全ての産業における革新
のための共通の基盤技術

IoT等に対する国の考え方

社会構造の変化等に伴う課題

ビジネス環境の整備

企業集積によるビジネスチャンスの拡大
さらなる企業集積・再投資へと好循環

大阪の魅力・ポテンシャル

国内外の企業、大学

大 阪 市
トップセールス等による
大阪の魅力・ポテン
シャル、投資環境等の
情報発信

企業・大学等の
大阪への進出

国家戦略特区
関西イノベーション
国際戦略総合特区

企業誘致
インセンティブ制度

大阪産業創造館や大阪イノベーションハブ、
大阪市立工業研究所等において、企業の成長・発展を支援

大阪産業創造館や
大阪ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾊﾌﾞ
等での活動支援

＋

戦略的な
MICE誘致

成長産業関連を重点的に誘致し、
成長をさらに促進

専門分野の企業集積やエリア特性を活
かした都市規模のＭＩＣＥ誘致推進
に向けたＭＩＣＥブランドを構築

成長産業の重点的誘致 ＭＩＣＥブランドの構築

・万博・ＩＲとの相乗効果による賑わい創造
・ＭＩＣＥ施設など機能強化に向けたＩＲ
の推進

ＭＩＣＥ機能の強化

会議運営
事業者

旅行
会社

運輸
事業者

施設
事業者

展示会
事業者

料飲食 物販 観光施設 ・・・ほか

MICE関連産業

ホテル

 国内外への観光プロモーション
 ＭＩＣＥ誘致
 情報発信
 観光魅力創造とインフラ推進 など

大阪観光局事業

大阪観光局の
機能強化

マーケティングの
機能向上

ワンストップ化による
観光案内機能強化

地域と連携した
ＭＩＣＥ事業の推進

情報ネットワークの
一元化

既存事業

大阪版ＤＭＯとしての機能強化

大阪観光局 ＝ 大阪版ＤＭＯ

○都市魅力創造の好循環につながる施策展開○大阪版DMOとしての大阪観光局の機能強化

観光を大阪の新たな基幹産業へ

Ⅱ-② 成長分野におけるリーディング企業・新事業の創出

～大阪の中小企業を牽引するリーディング企業・新事業の創出～

成長分野
（ライフ・グリーン分野等）

大阪市立大学等

大阪市

主な取り組み

有望なプロジェクト
へのハンズオン支援

関西イノベーション
国際戦略総合特区

地方税ゼロ制度

環境整備
集中支援

大阪市立
工業研究所等

金融機関

・都市魅力の向上を図り、国内外の個人旅行者に大阪の
魅力を発信することにより、交流人口・ビジネスマーケット
を拡大

・その機会を活かして、新たなビジネスチャンスを創出

交流人口・ビジネス
マーケットの拡大に
よる新たなビジネス
チャンスの創出

都市魅力の向上
（都市魅力創造）

交流人口の効果
（集客効果）

消費喚起・投資拡大
（経済効果）

まちの活性化
（取組の充実・発展）


